
真
言
教
学
に
お
け
る
生
死
観

宗
骨
抄

を
中
心
と
し
て

中

村

本

然

高

野

山

大

学

一

問

題

の

所

在

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
あ
ら
ゆ
る
人
に
必
ず
訪
れ
る
こ
と
と
し
て
死
が
あ
る
。
死
に
対
す
る
対
応
は
仏
教
者
な
ら
ず
と
も
無
関
心
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
真
言
宗
を
開
い
た
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
に
あ
っ
て
は
、
現
世
に
お
け
る
成
仏
に
注

目
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
極
に
あ
る
死
に
関
す
る
記
述
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
真
言
教
学
に
お
い
て
生
死
が
話
題
と
な
り
始
め
る

の
は
、
末
法
思
想
が
蔓
延
し
つ
つ
あ
っ
た
平
安
後
期
と
み
ら
れ
、
こ
の
頃
よ
り
真
言
末
徒
に
よ
っ
て

尋
常
行
儀

や

臨
終
用
心

等

の
論

が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
度
の
報
告
で
は
、
浄
土
信
仰
が
民
衆
の
間
で
広
ま
り
は
じ
め
る
こ
の
時
期
に
、
特
に
安
心
論

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
真
言
教
学
の
生
死
観
を
提
唱
し
た
憲
深
に
注
目
し
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

憲
深
撰

宗
骨
抄

に
説
か
れ
る
生
死

浄
土
思
想
が
流
布
す
る
中
で
真
言
密
教
の
立
場
か
ら
秘
密
念
仏
思
想
を
構
築
す
る
に
い
た
っ
た
人
物
に
道
範
（
一
一
七
九
〜
一
二
五
二
）
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が
い
る
。
道
範
の

秘
密
宗
念
仏
鈔

所
収
の

臨
終
用
心
事

に
は
、
生
死
に
関
す
る
論
及
が
散
見
す
る
。
真
言
密
教
に
お
け
る
生
は

不
生
の
生
を
基
盤
と
し
て
、
別
に
生
じ
来
た
る
こ
と
は
な
い
。
同
様
に
死
は
不
滅
の
滅
で
あ
り
、
本
源
を
離
れ
て
去
り
滅
す
る
こ
と
は
な

い
。
即
ち
阿
字
の
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
て
有
る
こ
と
を
生
と
し
、
本
不
生
の
空
に
還
元
す
る
こ
と
を
死
と
し
て

１
い
る
。
こ
の
よ
う
に
真
言

密
教
で
は
生
滅
変
化
す
る
よ
う
に
映
る
生
死
の
相
も
本
不
生
な
る
阿
字
と
別
に
し
て
あ
り
得
な
い
。

そ
の
道
範
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
醍
醐
寺
の
僧
に
憲
深
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
三
）
が
い
る
が
、
彼
は

宗
骨
抄

を
著
し
て

２
い
る
。

奥
書
に
は
、
室
町
期
の
真
言
僧
隆
増
（
年
代
不
詳
）
に
よ
る
消
息
が
残
さ
れ
て
い
る
。

師
主
の
云
わ
く
。
此
の
聖
教
、
自
門
と
為
す
と
雖
も
、
一
流
付
法
の
嫡
家
に
非
ざ
る
者
に
、
授
く
べ
か
ら
ず
。
若
し
此
の
旨
に
背
い

て
非
器
に
授
く
る
仁
者
、
清
瀧
の
御
罰
を
蒙
り
て
、
現
世
に
は
法
の
冥
加
尽
き
、
後
世
に
は
地
獄
に
堕
す
べ
し
云
々

私
に
云
わ
く
、
成
賢
御
住
の
時
の
御
口
説
な
り
。
此
の
一
巻
は
報
恩
院
最
極
深
秘
の
書
な
り
。
他
見
に
及
ぶ
べ
か

３
ら
ず
云
々

宗
骨
抄

に
は
真
言
や

字
な
ど
、
真
言
密
教
の
基
本
的
な
理
念
が
綴
ら
れ
真
言
宗
の
教
義
書
と
さ
れ
る
が
、
一
流
（
報
恩
院
）
の

流
れ
を
汲
む
も
の
以
外
に
は
授
け
て
は
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
る
。
そ
れ
に
違
背
し
て
伝
法
の
機
根
に
な
い
者
に
授
け
る
阿

梨
は
、
清

瀧
権
現
の
罰
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
、
現
世
で
の
加
持
護
念
か
ら
洩
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
の
世
で
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
と
記
し

て
い
る
。
こ
の

宗
骨
抄

中
の
教
義
に
は
、
憲
深
の
師
で
あ
る
成
賢
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
一
）
の
口
訣
が
披
露
さ
れ
て
お
り
、
法
恩

院
流
に
お
い
て
は
最
極
深
秘
の
書
と
さ
れ
る
。
努
々
こ
の
流
派
に
あ
る
人
を
除
い
て
披
見
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
誡
め
て
い
る
。

三

一
期
終
命
の
生
死

宗
骨
抄

に
は
、
生
死
に
関
す
る
論

と
し
て

流
来
生
死
大
事

が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
真
言
行
者
が
生
死
か
ら
脱
れ
て
安
心
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を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
憲
深
は
、
生
死
に
一
期
終
命
の
生
死
と
刹
那
無
間
の
生
死
の
二
種
が
あ
る

と

４
い
う
。

ま
ず
一
期
終
命
の
生
死
と
は
、
命
運
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ
と
を
生
と
い
い
、
運
命
が
尽
き
て
他
の
法
界
に
移
る
こ
と
を
死

と
い
う
。
一
般
的
に
い
わ
れ
る
衆
生
の
生
死
で
あ
る
。

こ
の
一
期
終
命
の
生
死
に
、
様
々
な
疑
義
が
扱
わ
れ
る
。
ま
ず
一
期
終
命
の
後
に
他
の
法
界
に
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
心
識
の
依
り

所
と
な
る
業
報
の
依
身
を
得
て
か
ら
他
法
界
に
生
じ
る
の
か
、
と
い
う
疑
い
で
あ
る
。
憲
深
の
質
疑
に
関
す
る
対
応
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。真

言
者
此
の

の
深
密
の
教
法
に
値
う
て
、
自
心
是
仏
の
道
理
を
印
持
決
定
し
、
其
の
後
、
何
ぞ
業
報
所
感
の
身
を
生
ず
と
云
う

べ
き
耶
。
是
れ
則
ち
聖
果
の
上
の
化
他
利
物
の
生
死
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
真
言
行
人
、
自
心
即
万
徳
輪
円
の
具
徳
、
諸
仏
最
要
の
秘

蔵
な
り
。
一
念
発
起
し
て
後
、
全
く
自
の
生
死
を
念
ぜ
ず
。
只
、
一
向
に
他
の
衆
生
を
利
せ
ん
が
為
に
、
此
の
不
思
議
を
悟
る
と
雖

も
、
無
辺
の
生
死
を
受
く
。
然
り
と
雖
も
、
受
生
進
退
の
故
に
遍
法
界
悉
く
月
輪
な
り
。
何
く
へ
去
り
何
く
へ
行
か
ん
。
十
界
悉
く

字
な
り
。
何
の
界
を
厭
わ
ん
や
。
唯
だ
生
死
を
厭
い
涅
槃
を
欣
う
は
、
初
心
始
行
未
練
の
行
者
な
り
。
深
く
之
れ
を
思
う

５
べ
し
。

云
々

真
言
行
人
は
、

珈
の
深
遠
な
る
教
法
で
あ
る
密
教
に
出
逢
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
心
是
仏
の
教
理
を
体
得
し
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

何
故
に
業
報
所
感
の
依
身
を
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
真
言
行
人
の
生
死
は
聖
果
の
後
の
化
他
方
便
と
し
て
の
生
死
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

自
心
即
万
徳
を
顕
現
せ
る
真
言
行
人
は
輪
円
の
徳
を
具
有
し
て
お
り
、
諸
仏
の
最
も
肝
要
な
る
秘
蔵
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
密
教
の
教
え
に

一
念
を
発
し
た
後
は
、
自
ら
の
生
死
に
つ
い
て
思
念
し
憂
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。
只
ひ
た
す
ら
に
衆
生
教
化
の
た
め
に
、
甚
深
に
し
て
不
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可
思
議
な
る
境
涯
を
悟
っ
て
い
て
も
、
多
様
な
生
死
の
相
を
方
便
と
し
て
示
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
受
生
・
進
退
を
呈
す
る
法

界
は
す
べ
て
月
輪
の
範

に
あ
り
、
何
処
へ
去
り
何
処
に
往
く
こ
と
は
な
い
。
十
界
は
悉
く
阿
字
で
あ
り
、
本
不
生
の
境
界
で
あ
る
。
十

界
の
い
ず
れ
の
界
を
厭
い
遠
離
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
流
転
せ
る
生
死
を
厭
い
、
常
住
な
る
涅
槃
を
乞
い
願
う
の
は
、
修
行
を
始
め
た

初
心
の
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

抑
も
何
故
に
真
言
行
者
は
命
終
に
際
し
て
他
法
界
に
趣
く
時
に
、
五
大
の
依
身
を
脱
ぎ
捨
て
る
よ
う
に
う
け
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

問
う
。
真
言
行
者
、
受
生
進
退
し
て
。
他
法
界
に
趣
く
時
、
五
大
の
依
身
を
捨
す
と
見
た
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
六
大
の
中
、
五
大
は

此
の
界
に
留
ま
り
。
識
大
の
心
法
ば
か
り
他
界
に
生
ず
と
意
得
る
べ
し
耶
。
若
し
爾
ら
ば
、
今
生
所
果
の
五
大
は
、
父
母
始
め
て
之

れ
を
荘
厳
し
て
依
身
に
儲
か
る
時
、
自
心
能
住
の
心
法
ば
か
り
行
き
て
之
れ
に
坐
す
る

６哉

も
し
指
摘
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
六
大
中
の
五
大
は
此
の
世
界
の
留
ま
り
、
識
大
の
心
法
の
み
他
界
に
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

或
い
は
今
生
で
得
る
五
大
は
、
父
母
が
始
め
て
荘
厳
し
て
心
識
の
依
り
所
と
な
る
身
体
を
儲
け
る
時
に
、
自
心
能
住
の
心
法
に
五
大
が
備

わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

宗
骨
抄

に
窺
う
憲
深
の
立
場
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

答
う
。
此
れ
等
の
不
審
は
、
未
だ
六
大
を
知
ら
ざ
る
前
の
疑
な
り
。
所
謂
自
心
の
心
法
、
識
大
と
は
、
則
ち
我
等
が
出
入
の
命
息
な

り
。
息
風
は
即
ち
魂
神
な
り
。
此
の
心
法
の
魄
神
に
六
大
を
具
足
す
る
な
り
。
則
ち
此
の
命
息
風
、
萬
物
を
吹
き
撥
う
徳
有
り
。
是

れ
地
大
な
り
。
堅
性
の
故
に
云
々

此
の
命
息
、
湿
性
有
り
。
是
れ
水
大
の
徳
な
り
。
此
の
出
入
の
命
息
に

気
あ
り
、
是
れ
火
大

の
徳
な
り
。
此
の
命
息
、
虚
空
に
出
で
て
、
廻
転
自
在
な
る
は
空
大
の
徳
な
り
。
此
の
命
息
、
衆
生
の
魂
神
と
成
り
て
了
別
の
性
有
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り
。
是
れ
識
大
の
徳
な
り
。
此
の
息
風
、
当
体
即
ち
風
大
な
り
。
我
等
が
四
威
儀
動
作
、
念
念
声
声
、
此
の
息
風
の
得
る
力
な
り
。

是
く
の
如
く
道
理
必
然
の
故
に
、
我
等
が
命
息
の
心
法
に
六
大
を
具
足
し
て
、
忽
ち
に
其
の
所
念
の
趣
形
を
建
立
す
る
な
り
。
全
く

父
母
、
始
め
て
此
の
五
大
を
造
る
に
非
ず
。
只
、
自
心
の
六
大
を
以
て
、
又
他
界
の
六
大
を
建
立
す
。
形
に
は
差
別
有
り
と
雖
も
、

本
よ
り
六
大
を
ば
具
す
。
全
く
差
別

７
無
し
。

こ
の
よ
う
な
不
審
は
、
真
言
密
教
に
い
う
六
大
の
概
念
を
熟
知
し
て
い
な
い
た
め
の
疑
い
で
あ
る
。
自
心
の
心
法
で
あ
る
識
大
と
は
、

衆
生
の
出
入
の
命
息
の
こ
と
で
あ
る
。
息
風
は
魂
神
で
あ
り
、
こ
の
心
法
の
魄
神
に
六
大
を
具
足
し
て
い
る
。
則
ち
命
息
の
風
に
は
万
物

を
吹
き
払
う
常
住
不
滅
な
る
徳
が
備
わ
る
が
、
こ
れ
は
堅
性
な
る
地
大
の
徳
で
あ
る
。
こ
の
命
息
に
湿
性
が
あ
る
の
は
水
大
の
徳
で
あ
り
、

ま
た
出
入
の
命
息
に
暖
か
な

気
が
み
ら
れ
る
の
は
火
大
の
徳
で
あ
る
。
ま
た
命
息
が
虚
空
に
放
た
れ
流
転
し
自
在
な
る
様
は
空
大
の
徳

に
あ
た
る
。
命
息
が
衆
生
の
魂
神
と
な
っ
て
、
了
別
す
る
性
格
を
有
す
る
の
は
識
大
の
徳
で
あ
る
。
命
息
の
当
体
が
六
大
中
の
風
大
で
あ

る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
衆
生
の
行
住
坐
臥
の
四
威
儀
の
動
作
や
念
々
に
起
こ
さ
れ
る
声
は
息
風
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

我
等
衆
生
の
命
息
の
心
法
に
六
大
を
具
足
し
て
、
念
ず
る
所
に
応
じ
た
様
相
を
形
成
し
て
い
る
。
従
っ
て
父
母
の
交
流
に
よ
っ
て
始
め
て

五
大
が
造
ら
れ
る
の
で
な
く
、
自
心
本
有
の
六
大
に
よ
っ
て
他
界
の
六
大
が
建
立
さ
れ
る
。
そ
の
形
成
さ
れ
る
六
大
に
は
差
別
は
み
ら
れ

て
も
、
本
質
と
し
て
六
大
を
具
有
し
て
お
り
、
決
し
て
差
別
相
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

今
世
に
お
い
て
生
じ
た
五
大
を
捨
離
す
る
こ
と
に
つ
い
て
憲
深
は
、

但
し
、
眼
前
に
今
生
所
果
の
五
大
を
捨
す
る
事
に
つ
い
て
、
異
熟
の
身
ば
か
り
捨
つ
る
な
り
。
譬
え
ば
一
切
草
木
の
種
子
、
春
の
縁

に
遇
う
て
生
長
せ
ん
と
欲
す
る
時
、
其
の
皮
甲
を
捨
つ
。
然
り
と
雖
も
、
秋
来
た
れ
ば
本
の
如
く
皮
甲
を
具
足
す
る
が
如
し
。
真
言

行
者
、
他
界
に
生
じ
る
時
、
異
熟
・
依
身
の
五
大
を
捨
す
る
事
、
亦
是
の
如
し
。
若
し
此
の
道
理
。
必
定
せ
ば
六
大
倶
時
に
母
胎
に
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行
趣
し
て
入
胎
す
べ
き
な
り
。
此
れ
等
は
宗
の
大
事
に
し
て
、
師
授
に
依
り
胸
中
に
収
め
て
全
く
口
外
に
出
で
ざ
る
な
り
。
然
り
と

雖
も
末
世
の
鈍
心
を
誘
引
せ
ん
が
為
に
、
懐
中
に
之
れ
を
記
す
。
穴
賢
穴
賢
。
余
の
五
大
に
各
六
大
を
具
す
る
事
、
常
用
に
非
ざ
る

が
故
に
、
之
れ
を
記

８
さ
ず
。
云
々

と
、
異
熟
の
身
を
捨
て
る
意
に
解
釈
す
る
。
譬
え
ば
、
一
切
の
草
木
の
種
子
が
、
春
の
季
節
の
訪
れ
と
と
も
に
芽
吹
く
時
に
、
種
子
を
覆

っ
て
い
る
皮
甲
を
捨
て
る
。
や
が
て
秋
を
迎
え
る
と
実
を
結
び
、
再
び
皮
甲
を
帯
び
た
種
子
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
真
言
行
者
が
他
界
に

生
じ
る
時
に
異
熟
・
依
身
の
五
大
を
捨
て
去
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
道
理
の
よ
う
に
必
定
し
て
六
大
を
倶
な
う
時
に
、
母
胎
に
行
き

趣
い
て
入
胎
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
真
言
宗
の
大
事
に
し
て
、
師
の
伝
法
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
後
は
、
胸
中
に
密
か
に
収
め
ら
れ

て
口
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
末
法
の
世
の
鈍
根
の
修
行
者
の
た
め
に
、
敢
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
、
と
そ
の
胸

の
内
を
告
白
し
て
い
る
。

真
言
行
者
が
、
流
来
生
死
を
離
れ
た
生
を
受
け
る
こ
と
は
承
知
し
た
が
、
そ
れ
で
は
何
故
に
生
死
の
業
を
離
れ
る
こ
と
は
な
く
、
生
を

受
け
進
退
す
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

答
う
。
流
来
生
死
の
業
は
、
影
像
に
依
る
。
本
有
受
生
の
生
死
は
鏡
の
本
質
に
由
る
。
鏡
、
本
よ
り
萬
像
を
現
ず
れ
ど
も
、
そ
の
本

質
、
全
く
実
無
し
。
影
業
、
実
智
を
知
ら
ざ
る
時
は
、
本
質
を
忘
れ
て
影
像
に
依
る
。
故
に
流
来
生
死
如
実
知
の
息
の
時
、
本
質
に

契
当
す
る
が
故
に
、
影
像
の
衆
業
、
皆
、
本
質
に
帰
し
て
引
業
す
べ
か
ら
ず
。
之
れ
を
知
る

９
べ
し
。
云
々

憲
深
は
、
鏡
の
本
質
と
影
像
と
の
関
係
に
よ
る
説
明
を
試
み
て
い
る
。
即
ち
流
来
生
死
の
業
は
鏡
に
映
る
影
像
で
あ
り
、
本
有
受
生
の

生
死
は
鏡
の
本
質
に
相
応
す
る
。
鏡
は
性
質
と
し
て
万
像
を
映
し
出
す
が
、
そ
の
鏡
の
本
質
に
は
万
像
は
存
在
し
な
い
。
鏡
に
映
る
影
像

に
執
わ
れ
て
真
実
智
を
解
し
な
い
時
に
は
、
し
ば
し
ば
影
像
を
本
質
と
誤
認
す
る
。
流
来
生
死
に
つ
い
て
実
の
如
く
知
る
命
息
と
相
応
す
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る
時
に
は
、
本
質
に
契
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
影
像
の
あ
ら
ゆ
る
業
は
本
質
に
帰
し
て
生
死
流
転
の
引
業
と
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
憲
深
は
末
法
の
世
に
生
き
る
鈍
根
の
修
行
者
に
悲
哀
の
情
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
衆
生
は
父
母
の
赤
白
二
水

に
よ
っ
て
生
じ
な
が
ら
も
、
終
に
二
水
の
本
源
を
知
る
こ
と
は
な
く
、
生
死
に
流
転
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
い
。
上
根
の
機
根
の
衆
生

な
ら
ば
、
父
母
か
ら
生
じ
た
当
初
よ
り
所
縁
の
境
に
対
し
て
貪
愛
や
瞋
恚
の
二
心
を
起
す
こ
と
は
な
く
、
清
浄
な
る
朝
に
清
ら
か
な
法
水

を
身
に
注
ぎ
、
寂
静
な
る
黄
昏
に
は
そ
の
こ
と
を
心
に
描
き
、
父
母
か
ら
生
じ
た
こ
の
凡
身
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
神
通
力
を
体
得
し
て
、

如
来
の
大
空
の
境
地
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
明
か
す
。
そ
し
て
こ
の
身
を
捨
て
ず
し
て
即
身
成
仏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
期
の
間

に
自
心
を
毘

遮
那
如
来
と
観
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
命
終
の
時
に
凡
身
を
離
散
し
て
、
や
が
て
命
息
の
自
心
の
本
源
で
あ
る
大
空
位
に
住

す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て

10
い
る
。

四

刹
那
無
間
の
生
死

続
い
て
刹
那
無
間
の
生
死
に
つ
い
て
、
憲
深
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

次
に
刹
那
無
間
の
生
死
と
は
、
一
切
衆
生
の
命
息
、
皆
、
虚
空
の
天
命
を
以
て
各
々
命
息
と
為
す
。
然
る
に
十
界
の
衆
生
、
虚
空
の

一
円
明
の
風
気
を
、
分
々
に
其
の
身
体
の
大
小
に
随
う
て
自
心
中
に
引
入
す
る
を
自
引
命
息
と
為
す
。
即
ち
此
の
命
息
の
内
へ
引
き

入
る
息
、
生
と
云
う
な
り
。
其
の
故
は
法
界
の
一
円
明
の
風
気
を
、
自
心
五
大
の
家
に
引
き
入
れ
て
、
我
が
生
を
続
く
が
故
に
生
と

名
づ
く
。
此
の
息
風
、
自
身
の
五
大
の
家
を
出
で
て
、
虚
空
界
に
住
す
る
が
故
に
是
れ
死
な
り
。
此
れ
を
去
り
彼
に
行
く
が
故
に
、

是
れ
を
入
我
我
入
と
も
名
づ
く
。
此
の
生
死
は
、
十
界
の
衆
生
、
皆
、
内
薫
の
密
益
有
り
。
互
い
に
主
伴
と

11
為
す
。

あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
命
息
は
、
す
べ
て
虚
空
の
天
命
を
命
息
と
す
る
。
従
っ
て
十
界
に
存
在
す
る
衆
生
は
、
虚
空
中
の
円
明
の
風
気
を
、
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個
々
の
身
体
に
随
っ
て
自
ら
の
心
中
に
引
き
入
れ
て
自
引
命
息
と
す
る
。
つ
ま
り
生
と
は
虚
空
の
天
命
を
引
き
入
れ
る
息
を
い
う
。
法
界

の
一
な
る
円
明
の
風
気
を
自
心
の
五
大
中
に
引
き
入
れ
て
自
ら
の
生
が
続
く
こ
と
を
生
と
い
う
。
ま
た
こ
の
命
息
の
風
が
自
身
の
五
大
か

ら
離
れ
て
虚
空
界
に
住
す
る
こ
と
を
死
と
い
う
。
虚
空
界
の
命
息
が
自
心
に
入
り
、
ま
た
虚
空
界
に
離
れ
る
こ
と
を
入
我
我
入
と
名
付
け

る
、
と
釈
明
し
て
い
る
。

憲
深
が
い
う
虚
空
の
一
円
明
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。

宗
骨
抄

に
は

彼
の
虚
空
の
一
円
明
と
は
、
即
ち
十
界
の
衆
生
の
吹
き
出
す
命
息
、
聚
集
せ
る
天
命
な
り
。
此
の
聚
集
せ
る
天
命
の
一
分
を
、
十
界

随
一
の
衆
生
の
自
心
の
中
に
引
き
入
る
る
時
、
十
界
の
衆
生
に
差
別
体
有
り
て
、
各
々
不
同
な
り
。
他
界
の
衆
生
、
善
心
を
起
こ
し

て
虚
空
に
命
息
を
吹
き
出
だ
す
。
自
心
の
中
に
引
き
入
る
る
時
、
我
等
に
塔
廟
飯
食
沙
門
等
の
無
量
の
慈
悲
善
心
、
起
る
こ
と
有
り
。

又
他
界
の
衆
生
、
悪
心
を
起
こ
し
て
虚
空
に
命
息
を
吹
き
出
だ
し
、
自
心
中
に
引
き
入
る
る
時
、
我
等
に
殺
生

盗
等
の
諸
悪
業

12
有
り
。

と
あ
り
、
虚
空
の
一
円
明
と
は
、
十
界
の
衆
生
の
吹
き
出
す
命
息
に
し
て
、
そ
れ
ら
が
聚
集
す
る
天
命
の
こ
と
を
い
う
。
天
命
の
一
分
を
、

十
界
中
の
衆
生
が
自
心
に
引
き
入
れ
る
時
に
、
十
界
の
衆
生
に
は
様
々
な
差
別
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
一
様
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
他
界
の
衆
生
が
善
心
を
起
し
て
虚
空
に
命
息
を
吹
き
出
す
。
そ
の
命
息
を
自
心
に
引
き
入
れ
る
時
に
は
、
無
量
の
慈
悲
や
善
心
が
起

こ
る
。
ま
た
他
界
の
衆
生
が
悪
心
を
起
し
て
虚
空
に
命
息
を
吹
き
出
し
、
そ
の
命
息
が
自
心
に
入
る
と
、
殺
生
や
盗
み
等
の
悪
業
を
繰
り

広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

此
の
如
く
真
実
の

字
の
妙
法
を
心
に
懸
け
て
、
行
住
坐
臥
に
間
断
せ
ず
、
生
死
に
も
恐
れ
ず
、
涅
槃
に
も
住
せ
ず
。
之
れ
を
以
て

大
覚
と
名
づ
く
。
亦
た
証
果
の
聖
人
と
名
づ
く
。
更
に
異
求
す
べ
か

13
ら
ず
云
々
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そ
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
真
言
行
人
は

字
本
不
生
の
妙
法
を
心
に
か
か
げ
て
、
行
住
坐
臥
に
お
い
て
間
断
す
る
こ
と
な
く
、

更
に
生
死
を
も
恐
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
勤
め
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
涅
槃
に
住
し
て
も
決
し
て
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
境

地
を
大
覚
と
名
づ
け
、
証
果
の
聖
人
と
も
名
づ
け
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
阿
字
本
不
生
の
本
源
以
外
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
、
と

宗
骨

抄

で
明
か
し
て
い
る
。五

宗
骨
抄

所
説
の

字
に
つ
い
て

宗
骨
抄

の

字
萬
法
総
体
事

に
は
阿
字
に
つ
い
て
、

夫
れ

字
と
は
萬
法
の
根
源
。
法
界
の
像
質
な
り
。
是
れ
を
以
て
萬
法
の
生
ず
る
も
即
ち
阿
字
縁
起
の
生
な
り
。
法
界
の
滅
す
る
も

字
随
縁
の
滅
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
有
体
無
形
も

字
の
当
体
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。
諸
の
言
音
名
字
も
亦
、
皆
悉
く

字
の

声
字

14
な
り
。

と
、
本
不
生
を
内
容
と
す
る

字
は
万
法
の
根
源
に
し
て
法
界
す
べ
て
の
影
像
の
本
質
で
あ
る
。
一
切
の
万
法
は
阿
字
の
縁
起
に
よ
っ
て

生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
法
界
の
生
滅
変
化
は
阿
字
の
随
縁
相
で
あ
る
。
随
縁
の
有
体
・
無
形
の
相
は
阿
字
本
不
生
を
離
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
あ
ら
ゆ
る
言
音
や
名
字
も
ま
た

字
の
声
や
字
の
所
現
で
あ
る
、
と
明
か
す
。

ま
た
地
・
水
等
の
五
大
の
音
韻
、
色
塵
な
ど
の
六
塵
の
文
字
、
十
界
依
正
の
三
千
の
諸
法
の
い
ず
れ
も
四
十
七
の
悉
曇
の
言
語
の
範

に
あ
る
。
こ
の
悉
曇
は

字
を
能
生
の
母
と
し
て
無
量
に
流
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
一
切
の
諸
法
は
諸
仏
菩
薩
の
作
す
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
法
爾
の
道
理
に
し
て
天
然
の
言
音
で
あ
る
。
草
木
国
土
も
こ
の
悉
曇
を
依
り
所
と
し
て
お
り
、
人
・
天
・
鬼
畜
と
い
え
ど
も
こ
の

字
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
山
野
の
禽
獣
も
お
し
な
べ
て
こ
の
悉
曇
を
唱
え
、
草
木
や
虫
類
も
皆

字
を
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
草
木
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及
び
金
石
も
す
べ
て
此
の
音
を
帯
し
、
菩
薩
や
声
聞
も
悉
く
こ
の
声
を
誦
ず
る
の
で
あ
る
。
譬
え
ば
権
仏
・
実
仏
も
併
せ
て
こ
れ
を
証
し
、

実
相
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
道
理
を
実
の
如
く
知
ら
ざ
れ
ば
自
縛
し
て
奈
落
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
実
の
如
く
こ
れ
を
覚
れ
ば
自
ら
証
し

て
菩
提
に
至
る
と
主
張
し
て

15
い
る
。
続
い
て

宗
骨
抄

に
は

所
以
に
三
界
所
有
の
言
語
も
皆

字
の
言
語
な
り
。
十
界
所
有
の
音
声
も
悉
く

字
の
声
字
な
り
。
声
字
義
に
云
く
。
且
く
梵
本
の

初
め
の

字
、
口
を
開
い
て
呼
ぶ
時
に

の
声
有
る
は
即
ち
是
れ
声
な
り
。

の
声
は
何
れ
の
名
を
か
呼
ぶ
。
法
身
の
名
字
を
表
す
。

即
ち
是
れ
声
字
な
り
。
法
身
は
何
の
義
か
有
る
。
い
わ
ゆ
る
法
身
と
は
諸
法
本
不
生
の
義
、
即
ち
是
れ
実
相
な
り
。
文

即
ち
こ
の

意

16
な
り
。

と
、
空
海
の

声
字
実
相
義

を
用
い
た
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
欲
界
等
の
三
界
の
言
語
も
六
道
輪
廻
を
含
ん
だ
十
界
の
声
字
も

す
べ
て

字
の
言
語
で
あ
り
声
字
で
あ
る
。
ま
さ
し
く

声
字
実
相
義

に
説
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
梵
語
の
初
め
に
あ
る

字
に
つ
い
て

い
う
な
ら
ば
、
口
を
開
い
て
声
を
発
す
る
時
に

の
字
が
生
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
声
で
あ
る
。
こ
の

字
は
一
体
如
何
様
な
名
を

呼
ぶ
の
か
と
い
え
ば
、
法
身
の
名
字
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
が
声
字
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
法
身
に
は
ど
の
よ
う
な
義
が
有
る
の
か
と
い
う

に
、
法
身
に
は
諸
法
本
不
生
の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
実
相
を
表
詮
す
る
の
で
あ
る
。

六

観
法
と
し
て
の

字
観
（
九
重
阿
字
）

真
言
密
教
の
特
徴
は
、
理
論
と
そ
の
具
現
と
し
て
の
実
践
法
の
提
供
に
あ
る
。
即
ち
阿
字
本
不
生
の
教
義
に
併
せ
て
、
そ
れ
を
体
得
す

る
た
め
の
具
体
的
な
修
行
法
が
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
異
性
が
み
ら
れ
る
。

宗
骨
抄

に
は
、
阿
字
に
関
す
る
詳
細
な
る
理
論
の
構

築
と
と
も
に
、
阿
字
観
と
も
密
接
に
関
わ
る

九
重
月
輪
観

に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
九
重
の
月
輪
に
関
し
て
、
憲
深
は
三
説
を
紹
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介
す
る
。

問
う
。
真
言
行
を
修
す
る
者
、
九
重
月
輪
を
観
ず
と
見
た
り
。
其
の
月
輪
の
九
重
な
る
、
方
に
如
何
。

答
う
。
月
輪
の
九
重
に
於
い
て
三
説
あ
り
。
共
に
皆
、
説
か
れ
る
所
、
分
明
な
り
。
其
の
三
種
の
様
、
或
い
は
八
葉
の
如
く
九
重
な

り
。
是
れ
尊
勝
破
地
獄
軌
に
由
る
。
或
い
は
月
輪
の
九
重
、
繞
り
て
重
ぬ
。
青
龍
軌
に
由
る
。
或
い
は
竪
に
九
重
な
り
。
九
識
と
之

れ
習
う
。
塔
の
九
輪
と
之
れ
習
う
。
同
じ
事
な
り
。
善
無
畏
の
尊
勝
破
地
獄
儀
軌
に
云
わ
く
。
九
重
月
輪
は
八
葉
九
尊
の
義
を

17
表
す
。

文
真
言
の
行
を
修
す
る
者
は
九
重
の
月
輪
を
観
想
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
発
問
に
応
じ
て
左
記

の
よ
う
な
答
弁
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
月
輪
の
九
重
に
つ
い
て
は
三
説
が
あ
り
、
そ
の
思
想
的
根
拠
に
つ
い
て
は
明
瞭
に
さ
れ
て
い
る
。

一
に
は
、
八
葉
の
蓮
華
の
よ
う
に
、
月
輪
を
中
心
と
し
て
九
つ
の
月
輪
を
観
想
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
無
畏
（
六
三
七
〜
七
三
五
）

訳
の

仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
三
身
仏
果
三
種
悉
地
真
言
儀
軌

所
説
の

九
重
月
輪
は
八
葉
九
尊
を

18
表
す

に
基
づ

き
、
胎
蔵
生
曼
荼
羅
の
中
台
八
葉
九
尊
の
よ
う
に
、
大
日
如
来
に
擬
え
る
阿
字
を
描
い
た
月
輪
を
中
心
に
、
そ
の
ま
わ
り
に
八
つ
の
月
輪

を
配
し
て
観
想
す
る
説
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
少
し
ず
つ
大
き
さ
が
異
な
る
月
輪
を
九
重
に
観
想
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
中
年
間
（
八
四
七
〜
八
五
九
）
に
法
全

（
生
没
不
詳
）
が
青
龍
寺
で
著
し
た

大
毘

遮
那
成
仏
神
変
加
持
蓮
華
胎
蔵
菩
提

標
幟
普
通
真
言
蔵
広
大
成
就

珈

に
説
か
れ
る

輪
圍
九
重
な
り
。
虚
圓
に
し
て
白

19
な
り

や
諭
婆
迦
羅
訳

摂
大
毘

遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
入
蓮
華
胎
蔵
海
会
悲
生
曼
荼

広
大
念

誦
儀
軌
供
養
方
便
会

所
説
の

厳
整
水
輪
中

輪
圍
成

20
九
重

を
理
論
的
根
拠
と
す
る
説
で
、
月
輪
を
山
の
よ
う
に
重
ね
て
観
想
す
る

行
法
で
あ
る
。

一
七
九

真
言
教
学
に
お
け
る
生
死
観
（
中
村
本
然
）



三
つ
に
は
、
形
や
大
き
さ
の
等
し
い
月
輪
を
塔
の
よ
う
に
竪
に
九
つ
並
べ
て
観
想
す
る
説
で
あ
る
。

私
に
云
わ
く
、
其
の
形
・
大
き
さ
皆
同
じ

師
の
云
わ
く
、
此
の
様
は
別
に
未
だ
本
説
を
勘
え
ず
。
只
、
先
の
説
文
の
異
を
以
て
此
の
如
く
観
ず
る

。
此
の
九
重
月
輪
と
は
。

土
器
を
九
つ
重
ね
た
る
が
如
く
観
ず
る
な
り
。
是
れ
九
識
、
転
じ
て
法
門
の
表
示
と
し
て
事
相
に
顕
わ
す
時
。
塔
の
上
の
九
輪
是
れ

21
な
り
云
々

憲
深
の
師
で
あ
る
成
賢
は
こ
の
観
想
に
つ
い
て
は
理
論
的
な
解
明
を
さ
れ
て
い
な
い
と
告
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二
つ
目
の
観
想
の

異
説
と
し
て
修
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
九
重
の
月
輪
観
と
は
、
土
器
を
九
つ
重
ね
る
よ
う
に
行
な
う
観
法
で
あ

る
。
こ
れ
は
九
識
を
転
じ
る
こ
と
を
説
く
真
言
密
教
の
教
理
を
、
塔
の
上
の
九
輪
と
し
て
観
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
種
の
観
想
法
を
図
示
す
る
と
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

①

尊
勝
破
地
獄
軌

説

②

青
龍
軌
・
摂
大
軌

説

③
異

説

一
八
〇

真
言
教
学
に
お
け
る
生
死
観
（
中
村
本
然
）



七

ま

と

め

真
言
教
学
に
お
け
る
生
死
観
に
つ
い
て
、
醍
醐
寺
僧
・
憲
深
の
著
し
た

宗
骨
抄

を
通
し
て

証
し
た
。

真
言
教
学
史
上
に
秘
密
念
仏
思
想
を
提
唱
し
た
道
範
は

秘
密
宗
念
仏
鈔

所
収
の

臨
終
用
心
事

の
中
で
生
死
に
つ
い
て

究
し
、

生
は
不
生
の
生
、
死
は
不
滅
の
滅
で
あ
り
、
阿
字
本
不
生
の
縁
起
に
よ
っ
て
有
と
し
て
生
じ
る
こ
と
を
生
と
し
、
本
不
生
の
空
に
還
元
す

る
こ
と
を
死
と
扱
っ
て
い
る
。
道
範
と
時
期
を
等
し
く
生
き
た
憲
深
は
、
生
死
を
二
種
の
視
点
か
ら
解
釈
す
る
。
一
期
終
命
の
生
死
と
、

刹
那
無
間
の
生
死
で
あ
る
。
一
期
終
命
の
生
死
は
一
般
に
い
う
臨
終
に
お
け
る
生
死
で
あ
り
、
刹
那
無
間
の
生
死
は
日
々
刻
々
に
お
け
る

生
死
で
あ
る
。

宗
骨
抄

に
は
、
臨
終
時
の
業
報
の
依
身
や
六
大
（
縁
起
）
な
ど
に
関
す
る
質
疑
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、
憲
深
は
六
大
法
爾
常
住
の
教

義
に
よ
る
論
証
を
行
な
っ
て
い
る
。
即
ち
通
常
、
目
に
映
る
生
死
の
相
は
、
真
言
行
人
に
お
い
て
は
仏
果
後
の
衆
生
化
他
の
た
め
の
方
便

と
す
る
。
阿
字
は
十
界
の
根
源
で
あ
り
、
十
界
は
す
べ
て
本
不
生
の
境
界
の
範

に
あ
る
。
何
故
に
十
界
の
い
ず
れ
の
界
を
厭
う
こ
と
が

あ
ろ
う
か
、
と
言
い
放
っ
て
い
る
。
ま
た
命
終
に
際
し
て
、
真
言
行
人
が
あ
た
か
も
五
大
の
依
身
を
脱
ぎ
捨
て
、
他
法
界
に
移
行
す
る
よ

う
に
み
え
る
の
は
、
真
言
密
教
の
六
大
（
思
想
）
に
つ
い
て
充
分
に
熟
知
し
て
い
な
い
証
左
と
言
え
よ
う
。
自
心
の
心
法
で
あ
る
識
大
は
、

衆
生
の
出
入
の
命
息
の
こ
と
で
あ
り
、
心
法
の
魄
神
に
六
大
が
備
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
命
息
の
風
は
万
物
を
吹
き
払
う
常
住
不
変
の
地

大
の
徳
、
命
息
の
湿
性
は
水
大
の
徳
、
暖
か
な

気
は
火
大
の
徳
、
虚
空
に
あ
る
こ
と
は
空
大
の
徳
、
衆
生
の
魂
神
と
し
て
了
別
す
る
性

質
は
識
大
の
徳
、
命
息
の
当
体
は
風
大
の
徳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
我
等
衆
生
の
命
息
の
心
法
は
六
大
を
具
足
し
て
、
念
ず
る
所
に
応
じ

た
様
相
を
形
成
し
て
い
る
。

一
八
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（
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村
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然
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ま
た
刹
那
無
間
の
生
死
に
関
し
て
憲
深
は
、
十
界
の
す
べ
て
の
衆
生
は
、
虚
空
中
の
円
明
の
風
気
を
、
個
々
の
心
中
に
引
き
入
れ
て

（
自
引
）
命
息
と
し
て
い
る
。
即
ち
法
界
の
一
な
る
円
明
の
風
気
を
自
心
の
五
大
中
に
引
き
入
れ
て
自
ら
の
生
が
続
く
こ
と
を
生
と
い
い
、

こ
の
命
息
の
風
が
自
身
の
五
大
か
ら
離
れ
て
虚
空
界
に
住
す
る
こ
と
を
死
と
い
う
と
規
定
す
る
。

宗
骨
抄

に
は
生
死
観
の
基
と
な
る
阿
字
に
つ
い
て
、
阿
字
本
不
生
は
万
法
の
根
源
に
し
て
法
界
す
べ
て
の
本
質
で
あ
る
。
一
切
の

万
法
は
阿
字
の
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
、
法
界
の
生
滅
変
化
の
様
相
は
阿
字
の
随
縁
相
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
従
っ

て
地
・
水
等
の
五
大
の
音
韻
、
色
塵
な
ど
の
六
塵
の
文
字
、
十
界
依
正
の
三
千
の
諸
法
の
い
ず
れ
も
四
十
七
の
悉
曇
の
言
か
ら
派
生
し
、

し
か
も
こ
の
悉
曇
は

字
を
能
生
の
母
と
し
て
無
量
に
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
草
木
国
土
も
こ
の
悉
曇
を
拠
り
所
と
し
、
人
・
天
・
鬼

畜
と
い
え
ど
も

字
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。

真
言
密
教
の
特
徴
は
、
理
論
と
そ
の
具
体
的
な
実
践
行
に
あ
る
。

宗
骨
抄

に
は
、
阿
字
の
教
理
と
と
も
に
、
阿
字
観
と
密
接
に
関

わ
る

九
重
月
輪
観

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
憲
深
当
時
に
は
、
九
重
の
月
輪
に
関
し
て
三
種
の
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
①
八
葉
の
蓮

華
の
よ
う
に
、
月
輪
を
中
心
と
し
て
九
つ
の
月
輪
を
観
想
す
る
説
、
②
少
し
ず
つ
大
き
さ
が
異
な
る
月
輪
を
九
重
に
観
想
す
る
説
、
③
形

や
大
き
さ
の
等
し
い
月
輪
を
塔
の
よ
う
に
竪
に
九
つ
並
べ
て
観
想
す
る
説
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
憲
深
が
識
別
し
て
説
い
た
一
期
終
命
の
生
死
と
刹
那
無
間
の
生
死
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
多
く
に
密
教
者
に
よ
っ
て
臨
終
用

心
と
尋
常
行
儀
の
心
構
え
や
修
行
方
法
な
ど
が
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
推
移
に
呼
応
し
て
、
真
言
密
教
の
生
死
観
の
基
本
概
念
で
あ

る
阿
字
本
不
生
は
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
阿
字
の
理
論
や
阿
字
の
観
法
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
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一
期
終
命
の
生
死
・
刹
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無
間
の
生
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・
業
報
の
依
身
・
阿
字
本
不
生
・

字
観
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